





    

    




    









    朝の味
    清い目覚めとともに窓の外に目を遣る。


白み始めた空の下、靄が覆う広い大地に出合った。


素早くベッドを抜け出す。


誰にも気づかれぬよう小屋から出ると、北かあるいは南なのか判らぬままひたすらに息が続くまで全力で走った。


 


そうはいかないうちに何かに躓き、そのまま大地の上に突っ伏した。


顔をつけたまま大きく、そして淀みなく深呼吸する。


ポケットに潜ませていたナイフを取り出す。


その体勢のまま腕を小さく振りかぶり、刃がすっぽり隠れるまで大地へ深く突き刺した。


 


鳥の鳴き声が遠くで聞こえた。


 


大地とナイフの僅かな隙間から透明な液体が流れ出した。


それを両手で掬って口へ移す。


やはり、味など無かった。


味など。


 


昨日とは違う新しい一日が目の前まで来ている。
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